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様式第 10号 (第 6条 関係 )

南相馬市議会議長

平成 31年  4月 12日

会派名

代表者名 ⑮
日本共産党議員団

団長 渡部 寛一

平成 30年度政務活動費収支報告書

南相馬市議会政務活動費の交付に関する条例第7条第 1項 の規定に基づき、別紙のとお

り、平成 30年度政務活動費収支報告書を提出 します。



別 紙

1 収入

平成 30年度政務活動費収支報告書

会派名 日本共産党議員団

(単位 :円 )

(単位 :円 )

2 支出

(注)1 備考欄 には、主たる支出の内訳 を記載す ること。

2 会計帳簿の写 し及び領収書等の証拠書類の写 しを添付す ること。

項 目 金 額 備 考

政 務 活 動 費 120,000

預  金  利  子 0

会 派 負 担 金 34, 981

合    計 154, 981

項 目 金 額 備 考

調査研究費

研修費

広報費 154, 981 市議会報告書新聞折 り込み

広聴費

要請・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

合    計 154, 981

3 残金 0円



平成30年度 政務活動費 会計帳簿 会派名 日本共産党議員団

年月日 摘 要 収  入 支  出 残  高

30 12 20 政務活動費 120,000 120,000

31 1 22 折込料 (鈴木新聞舗 ) 648 119,352

1 22 折込料 (浪江新聞販売センター ) 2,457 116.895

1 28 折込料 (藤原新聞店 ) 23,328 93,567

1 28 折込料 (長富新聞店 ) 8,748 84,819

1 28 折込料 (石倉新聞店) 8,100 76,719

1 28 折込料 (鹿島新聞販売センター ) 9,700 67,019

2 26 印昂1代 102,000 -34.981

2 26 会派負担金 34,981 0

154,981 154,981 0



会派名 :日 本共産党議員団

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報・公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

国 人件費口事務所費

支出内容 議会報告第38号折込料(6件 )

支出月日 平成31年 1月 22日 、28日

支 出 額 52,981 Fl
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会派名 :日 本共産党議員団

領収書等添付用紙
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現 金

小切手

手 形

消費税額等( %)

コクヨ ウケ‐98

支出項目

□ 調査研究費

口 研修費

■ 広報口公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容 議会報告第38号印刷代

支出月日 平成31年 2月 26日

支 出 額 102,000円



‐２
月
補
正
予
算
　
３５
億
Ｚ
千
万
円
を
追
加

‐２
月
定
例
議
会
に
提
案
さ
れ
た
の
は
、
議
案

５４
件

（条
例
関
係
Ｈ
件
、
予

算
関
係
２２
件
、
人
事
案
件

１０
件
、
そ
の
他
Ｈ
件
）、
報
告
１
件
、
陳
情
１
件
。

ま
た
、
委
員
会
提
出
議
案
２
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
が
あ
り
ま
し
た
。

‘
全
議
案
が
全
会

一
致
で
可
決
。
ま
た
、
陳
情
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
補
正
額

３５
億

２
千

‐２‐
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
は

６４７
億
４
千
６‐４
万
円
に
な
つ
ま
ｔ
た
。

日
回

目

Ｈ

日

・
基
盤
技
術
産
業
育
成
支
援
助
成
金
　
７２０
万
円

工
作
機
械
等
の
購
入
、
技
術
育
成
に
対
し
補
助
。

・
避
難
所
看
板
等
整
備
事
業
　
　
　
　
４‐８

万
円

津
波
注
意
喚
起
標
識
、
津
波
避
難
誘
導
標
識
の

整
備
に
向
け
た
実
施
設
計
。

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
　
１
千

３００
万
円

道
路
の
新
設
、
拡
幅
等
を
実
施
。

・
腱
葉
水
利
藝
聾
〓
墨
再
生

３
億
５
千
３２５

万
円

た
め
池
内
の
上
砂
等
の
拡
散
を
防
止
す
る
工
事
。

・
集
会
施
設
整
備
事
業
補
助
金
　
　
　
２７５

万
円

駐
車
場
整
備
、
進
入
口
舗
装
、
備
品
整
備
。

・災
害
公
営
住
宅
関
連
交
通
安
全
対
策

２５０
万
円

歩
道
設
置
に
向
け
て
測
量
設
計
を
実
施
。

・
坐
□
場
肇
〓
ど
五
園
理
偏

２
億
２
千
知
万
円

建
設
工
事
を
前
倒
ｔ
で
実
施
。

・
産
業
振
興

・
企
業
務
致
促
進
　
１
千

５６９

万
円

小
高
中
央
工
業
団
地
の
案
内
看
板
を
設
置
。

・
埋
設
有
害
鳥
獣
処
理
事
業
　
　
２
千
９９‐
万
円

仮
埋
設
中
の
有
害
鳥
獣
を
掘
り
起
し
、
焼
却
処

理
を
実
施
。

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
ト
イ
レ
増
設
　
１
千

９４‐
万
円

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
ト
イ
レ
棟
を
増
設
。

栗村文夫 渡部寛中

◎
　
南
相
馬
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

ビ
ラ
の
作
成
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
、
市
議
会
議
員
の
選
挙

運
動
用
ピ
ラ
の
作
成
の
公
営
に
つ
い
て
定
め
る
た
め

◎
　
南
相
馬
市
立
病
院
看
護
職
員

の
平
成

３０

年
度
特
殊
勤
務
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例

福
島
県
浜
通
り
地
方
看
護
体
制
強
化
支
援
事
業
補

助
金
を
活
用
し
、
看
護
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
を
支

給
す
る
た
め

◎

南
相
馬
市
有
害
鳥
獣
焼
却
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

有
害
鳥
獣
焼
却
施
設

（原
町
区
小
沢
字
小
沢
‐５２
番

地
）
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
も

の
◎
　
南
相
馬
市
農
業
農
村
活
性
化
施
設
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

南
相
馬
市
障
が
い
者
の
利
用
に
係
る
公
の
施
設
の

使
用
料
又
は
利
用
料
金
の
免
除
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

（
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
ら
ま
ち
を
削
除
）

◎
　
南
相
馬
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成

３０
年
福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
て
、

給
与
改
定
を
行
う
た
め

主
な
条
例
は

環
境
省
に
よ
る

「除
去
土
壊
の
再
生
利
用
実
証
事
業
」

の
協
力
要
請
を
認
可
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

　

′

平
成

３０
年
８
月

２７
日
に
南
相
馬
市
長
に
環
境
省
か
ら
協
力
要
請
が
あ

つ
た

「除
去
土
壊
の
再
生
利
用
実
証
事
業
」
は
、
汚
染
土
壌
を
盛
土
材
と

し
て
道
路
の
下
に
埋
め
る
と
い
う
計
画
で
す
。
　

～
中
略
～
　
こ
の
実
証

事
業
は
、
「汚
染
土
壌
は
、
全
て
中
間
貯
蔵
施
設
に
運
び
、

３０
年
後
に
は
国

の
責
任
に
お
い
て
県
外
で
最
終
処
分
す
る
」
「中
間
貯
蔵
施
設
が
で
き
る
ま

で
の
間
、
汚
染
土
壊
を
仮
置
場
に
置
く
の
は
３
年
、
中
間
貯
蔵
施
設
に
搬

出
す
る
の
に
２
年
を
要
す
る
の
で
、
南
相
馬
市
に
置
い
て
お
く
の
は
５
年

以
内
」
と
の
国
の
約
束
を
破
り
、
南
相
馬
市
を
最
終
処
分
場
と
す
る
も
の

で
す
。
多
く
の
市
民
か
ら
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
「除

去
土
壊
の
再
生
利
用
実
証
事
業
」
の
協
力
要
請
を
認
可
し
な
い
こ
と
を
求

め
、
陳
情
し
ま
す
。

こ
の
新
日
本
婦
人
の
会
南
相
馬
支
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
総
務
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
１
対
５
で
不
採
択
と
な
り
、
本
会
議
最
終
日
の
委
員

長
報
告
に
対
し
、
渡
部
寛

一
が
質
疑
、
そ
し
て
継
続
審
査
と
し
再
付
託
す
べ

き
と
の
動
議
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
８
対

１３
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

続
い
て
の
討
論
で
は
栗
村
文
夫
が
、
採
択
す
べ
き
と
の
立
場
で
討
論
に
立
ち

ま
し
た
が
、
６
対

１５
で
不
採
択
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

‐２
月

１４
日
の
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
環
境
省
か
ら
「除
去
土
壊
再
生

利
用
実
証
事
業
」に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

〔
以
下

資
料
よ
り
〕

【背
景
】福
島
県
内
で
は
除
染
に
よ
り
大
量
の
除
去
土
壌
等
が
発
生
。
政
府
の

方
針
と
し
て
、
中
間
貯
蔵
開
始
後

３０
年
以
内
の
福
島
県
外
で
の
最
終
処
分
に

向
け
た
減
容
。再
生
利
用
等
に
関
す
る
技
術
開
発
等
を
、
国
民
の
理
解
の
下
、

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
【
目
的
】放
射
性
物
質
濃
度
が
低
い
除
去
土
壊
に

つ
い
て
、
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
再
生
利
用
す
る
こ
と
で
、
最
終
処
分
が
必

要
な
量
を
減
ら
す
。
土
は
公
共
工
事
な
ど
で
使
わ
れ
る
大
切
な
資
源
で
あ
り
、

再
利
用
に
よ
り
、
新
た
に
採
取
す
る
量
を
少
な
く
す
る
。
「原
文
マ
ご

【今
後
の
予
定
】地
元
への
御
説
明
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
く
。
「原
文
マ
ご

《
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
案
》
平
成

３０
年

１２
月
議
会
説
明
、
平
成

３．
年
１
月
以

降
地
元
説
明
、
３
月
か
ら
盛
土
試
験
施
工

同
様
の
実
証
事
業
と
し
て
、
一
一本
松
市
に
お
い
て
市
道
の
盛
土
材
と
し
て

再
利
用
す
る
計
画
が
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
市
民
の
反
対
に
よ
り
、
６
月

２５
日
環
境
省
は
再
検
討
す
る
と
表
明
、
事
実
上
の
撤
回
と
な
り
ま
し
た
。

南
相
馬
市
で
も
市
民
の
反
対
が
大
き
け
れ
ば
撤
回
は
可
能
で
す
。
こ
の
計
画

自
体
を
知
ら
な
い
市
民
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

饉
会
人
事

市
議
会
議
員
の
改
選
に
伴
い
、

議
長

・
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

議
長
に
は
友
和
会
の
今
村
裕
氏
、

副
議
長
に
は
尚
友
会
の
山
田
雅
彦

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
常
任
委
員
会

（総
務

。

文
教
福
祉

・
建
設
経
済
）
、
特
別
委

員
会

（広
報

。
議
会
改
革
検
討

・

新
庁
舎
建
設
）、
議
会
運
営
委
員
会

の
各
人
事
も
決
定
し
ま
し
た
。

任
期
は
、
申
し
合
わ
せ
に
よ
り

２
年
間
と
な
つ
て
お
り
、
今
後
２

年
間
は
、
こ
の
体
制
で
運
営
さ
れ

ま
す
。

所
■
委
員
会
は

渡
部
寛

一
は
、
文
教
福
祉
常
任

委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
議

会
改
革
検
討
特
別
委
員
会
に
所
属

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

栗
村
文
夫
は
、
総
務
常
任
委
員

会
、
新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
に

所
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「東
日
本
大
震
災

・
原
子

力
災
害
復
旧
復
興
調
査
特
別
委
員

会
」
は
、
正
副
議
長
を
除
く
議
員

全
員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

１１
月

１８
日
投
票
で
の
市
会
議

員
選
挙
の
投
票
率
は
翻
％

（
小
高

６‐２区鋼
ぴ源製
≫
鰭
枢

年
前
の
剛
％
を
さ
ら
に
下
回
る

も
の
で
し
た
。

』
翻
駈
型
騒
夢
瞬

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
原
発
ゼ
ロ
は
勿

論
の
こ
と
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が

大
切
さ
れ
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
を

優
先
す
る
市
政
の
実
現
に
向
け

て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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渡
部
寛

一
の
一
般
質
問
報
告

南
相
馬
市
を
最
終
処
分
場
に
す
る
な
！

【質
問
】

国
は
、
躙
年
３
月
ま
で

に
汚
染
土
壌
等
を
中
間
貯
蔵
施
設

か
ら
福
島
県
外
の
最
終
処
分
地
に

運
び
出
す
と
し
て
お
り
ま
す
。
南
相

馬
市
で
は
、
汚
染
土
壌
な
ど
の
最
終

処
分
地
の
処
分
方
法
や
場
所
の
選

定
の
取
り
組
み
が
ど
う
な

っ
て
い

る
と
捉
え
て
い
る
の
か
お
伺
い
を

い
た
し
ま
す
。

【答
弁
¨
復
興
企
画
部
長
】

本
市

と
し
て
は
、
「
国
は
中
間
貯
蔵
開
始

後
３０
年
以
内
に
、
福
島
県
外
で
最
終

処
分
を
完
了
す
る
た
め
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
」
こ
と
を
、
連
守
す

べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
再
質
問
】

環
境
省
は
、
本
年
８

月
２７
日
付
で
「除
去
土
壌
の
再
生
利

用
実
証
事
業
に
つ
い
て
」
の
文
書
を

南
相
馬
市
長
宛
て
に
出
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
実
証
事
業
と
言
い
な
が

ら
、
永
久
的
に
こ
の
地
の
南
相
馬
市

の
道
路
の
下
に
除
染
を
し
た
汚
染

土
壌
な
ど
を
入
れ
る
も
の
で
あ
り
、

実
質
的
に
は
最
終
処
分
地
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
一
汚
れ
の
少
な
い

土
と
言
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
原

子
力
発
電
所
事
故
前
の
使
用
基
準

は
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
硼
ベ
ク

レ
ル
以
下
だ
っ
た
の
で
す
。
汚
染
土

壌
な
ど
の
再
生
利
用
は
断
固
ダ
メ

で
す
。
〓

刻
も
早
ぐ
中
間
貯
蔵
施

設
に
運
び
出
せ
。
」
と
遺
る
べ
き
で

あ
り
ま
す
。
い
か
が
で
し
よ
う
か
。

【答
弁

市̈
長
】

除
去
土
壌
の
再
生

利
用
の
考
え
方
は
、
平
成
２８
年
度
第

４
回
南
相
馬
市
除
染
推
進
委
員
会

で
４
つ
、
１
つ
が

「再
生
利
用
に
つ

い
て
の
法
整
備
」
、
２
つ
が

「需
要

の
確
認
」
、
３
つ
が

「再
生
資
材
の

品
質
」
、
４
つ
が

「受
容
性
の
高
ま

り
」
こ
の
４
つ
の
前
提
が
南
相
罵
市

除
染
推
進
委
員
会
で
示
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
以
前
か
ら
お
答
え
し
て
お

り
ま
す
と
お
り
、
私
も
こ
の
方
針
を

踏
襲
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
仮
置
場

か
ら
の
中
間
貯
蔵
施
設

へ
の
搬
出

に
つ
い
て
は
、　
一
刻
も
早
く
搬
出
さ

れ
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
要
請
し

て
お
り
ま
す
。

学
校
綸
食
費
の

無

料

化

に

つ

い

て

【質
問
】
福
島
県
内
の
市
町
村
の
９

月
議
会
で

「学
校
給
食
費
無
料
化
を

求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
、
可
決
が

相
次
い
で
お
り
ま
す
。
県
内
で
の
学

校
給
食
無
料
化
の
進
展
が
急
激
に

一
層
進
む
こ
と
が
想
定
を
さ
れ
ま

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
南
相
馬
市
は
、

子
育
て
支
援
を
し
な
い
南
相
馬
市

と
し
て
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
子
育
て
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

南
相
馬
市
だ
か
ら
こ
そ
、
子
供
の
数

が
極
端
に
少
な
く
な

っ
て
し
ま

っ

た
南
相
馬
市
だ
か
ら
こ
そ
、
傍
観
は

し
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
学
校
給
食
の

無
料
化
に
向
け
て
、
早
急
な
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
い
か
が
で
す

か
。【答

弁

教̈
育
委
員
会
事
務
局
長
】

議
員
お
た
だ
し
の
と
お
り
学
校

給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
、
多

額
の
財
源
が
必
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
課
題
も
ご
ざ
い
ま
す
。

先
行
す
る
県
内
の
各
自
治
体
に
お

い
て
も

一一部
支
援
な
ど
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
や
手
法
を
も

っ

て
実
施
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

市
と
し
て
も
国
・
県
の
動
向
も
踏
ま

え
つ
つ
、
長
期
的
、
安
定
的
な
財
源

の
確
保
と
あ
わ
せ
て
学
校
給
食
費

に
係
る
保
護
者
負
担
の
軽
減
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

【
再
質
問
】

南
相
罵
市
は
、
学
校

給
食
費
を
無
料
化
に
し
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
と
こ
れ
か
ら
検
討
す
る

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
含
め
た
全

て
の
市
町
村
と
力
を
あ
わ
せ
て
、
福

島
県
と
国
に
対
し
て
学
校
綸
食
費

無
料
化
制
度

へ
の
財
源
を
求
め
る

と
い
う
こ
と
を
強
く
実
施
し
て
い

く
べ
き
と
き
だ
と
思
い
ま
す
。
市
長

の
見
解
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

【答
弁

市̈
長
】

学
校
給
食
の
無
料

化
に
向

け
て
そ
の
財
政
支
援
を

国

・
県
に
求
め
て
い
く
と
い
う
の
は

そ
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
求
め

て
ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。
あ
わ

せ
ま
し
て
、
先
行
し
て
市
で
実
施
す

る
場
合
、
始
め
た
け
れ
ど
も
途
中
で

変
更
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
手
の
制
度
に
つ
い
て

は
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
始
め
る
か

ら
に
は
か
な
り
の
期
間
の
財
源
の

確
認
を
し
な
い
と
実
施
で
き
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
今
そ
の

確
認
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、

少
し
で
も
新
年
度
に
向
け
て
形
が

出
せ
れ
ば
い
い
な
と
思

っ
て
今
作

業
を
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
ご

ざ
い
ま
す
。

栗
村
文
夫
の
一
般
質
問
報
告

危
険
な
プ
ロ
ッ
ク
塀
の
対
策
を
！

【
質
問
】

大
阪
府
に
お
い
て
震
度

６
弱
の
地
震
に
よ
っ
て
プ
ロ
ツ
ク

塀
が
倒
壊
し
、
小
学
生
が
犠
牲
に
な

る
と
い
う
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
き

っ
か
け
に
全
国
の
自
治

体
が
プ
ロ
ツ
ク
塀
の
調
査
に
乗
り

出
し
、
南
相
罵
市
議
会
に
お
い
て
も

９
月
議
会
の
中
で
プ
ロ
ッ
ク
塀
に

つ
い
て
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
。
９
月
定
例
会
時
点

に
お
い
て
調
査
中
だ

っ
た
市
道
沿

い
の
プ
ロ
ッ
ク
塀
の
調
査
結
果
に

つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
一建
設
部
長
】

７
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
行

っ
た
市
道
沿
い
の

プ
ロ
ツ
ク
塀
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
は
、
市
道
柳
路
線
の
う
ち
、
ひ
び

割
れ
等
が
あ
り
通
行
者
な
ど

へ
影

響
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
危
険

な
プ
ロ
ツ
ク
塀
が

‐７５
カ
所
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
９
月
か
ら
＝

月
に
か
け
て
２
次
調
査
を
行
い
、

１５

カ
所
で
ひ
び
割
れ
等
の
危
険
性
が

認
め
ら
れ
、
そ
の
他
９
カ
所
で
修
繕

が
必
要
だ
と
判
断
し
た
。

【
再
質
問
】

最
初
の
段
階
で
の
調

査
結
果
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
つ
い

て
相
当
な
簡
所
を
見
回
っ
た
わ
け

で
す
か
ら
、
こ
れ
は
相
当
日
数
が
か

か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て

お
り
ま
す
。
約
２
カ
月
だ
と
思
い
ま

す
が
、
お
よ
そ
何
人
の
職
員
の
方
々

が
こ
の
調
査
に
係
わ

っ
て
い
た
の

で
し
よ
う
か
。

【答
弁
】

１
次
調
査
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
内
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

等
々
に
お‐
い
て
約
十
四
、
五
名
の
方

が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

っ
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
時
点

に
ち
よ
う
ど
市
道
を
見
な
が
ら
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
調
査
し
た
た

め
に
、
お
お
よ
そ
２
カ
月
の
集
計
ま

で
の
時
間
が
か
か

っ
た
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

【
再
質
問
】

市
の
職
員
が
行
う
と

い
う
こ
と
は
、
人
数
も
車
両
の
数
も

限
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
通
常
の
業
務

に
プ
ラ
ス
し
て
行
う
わ
け
で
す
か

ら
、
日
数
も
か
か
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
今
回
の
よ
う
な
危
険

な
箇
所
を
探
す
と
い
う
よ
う
な
こ

と
は
、
今
後
も
起
こ
り
得
る
と
思
い

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
早
け
れ

ば
早
い
ほ
ど
よ
い
わ
け
で
、
緊
急
を

要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
仰
ぐ
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
各
行
政
区
に
依
頼
を
す
る

と
か
、
実
際
に
町
の
隅
々
ま
で
知
っ

て
い
る
宅
配
業
者
や
タ
ク
シ
ー
会

社
、
郵
便
配
達
の
方
々
に
仕
事
中
に

そ
う
い
っ
た
箇
所
が
な
い
か
ど
う

か
気
に
し
て
い
た
だ
い
て
、
発
見
し

た
段
階
で
市
に
通
報
し
て
い
た
だ

く
。
ま
た
は
、
毎
日
通
学
し
て
い
る

小
中
学
生
や
高
校
生
、
保
護
者
の

方
々
に
協
力
を
し
て
い
た
だ
く
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
が
今
後
可
能
か
ど

う
か
に
つ
い
て
見
解
を
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

【答
弁
】

調
査
の
報
告
に
つ
い
て

は
、
特
に
有
効
な
の
か
な
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
市
と
し
て
も
、
今
ま
で

も
道
路
の
修
繕
、
側
溝
等
の
清
掃
及

び
防
犯
灯
の
関
係
で
行
政
区
長
さ

ん
等
々
に
お
願
い
し
な
が
ら
、
区
長

さ
ん
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
て
、
市

で
調
査
し
て
修
繕
し
て
い
る
状
況

で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
観
点
も
あ
り

ま
す
の
で
、
次
年
度
以
降
そ
う
い
う

ブ
ロ

ッ
ク
塀
に
つ
い
て
も
区
長
さ

ん
等
々
に
お
願
い
で
き
れ
ば

一
番

あ
り
が
た
い
の
か
な
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
や
宅
配

便
、
郵
便
局
、
そ
う
い
う
人
た
ち
か

ら
の
御
意
見
と
い
う
の
も
本
当
に

早
く
発
見
す
る
た
め
に
は
い
い
の

か
な
と
考
え
ま
す
の
で
、
も
し
そ
う

い
う
も
の
が
あ
れ
ば
市
に
ど
ん
ど

ん
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
仕
組
み
を
今
後
考
え
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
再
質
問
】

危
険
な
プ
ロ
ツ
ク
塀

の
撤
去
や
改
善
に
補
助
を
行

っ
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
補
助
制
度

な
ど
を
つ
く
る
予
定
は
な
い
の
か
。

【答
弁
】

補
助
制
度
の
詳
細
に
つ

い
て
再
度
確
認
し
な
が
ら
今
後
設

立
し
て
い
く
か
ど
う
か
を
検
証
じ

て
い
く
。

【
再
質
問
】

補
助
制
度
を
始
め
る

前
に
独
自
に
着
手
し
、
完
了
し
た
市

民
に
対
し
て
ど
う
い
う
対
応
を
行

う
考
え
か
伺
う
。

【答
弁
】

遡
及
等
に
つ
い
て
は
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
た
だ
、
今
後

プ

ロ
ッ
ク
塀

の
補
助

の
必
要
性

等
々
が
出
て
き
た
場
合
に
は
、
早
急

に
補
助
制
度
の
設
立
に
向
け
て
進

め
て
ま
い
り
た
い
。


